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新年度に向けた生徒会の動き 愛林駅伝競走大会に参加して
１７日（月）に生徒集会を行いました。新生徒会の １５日（土）に

進行で、町中高生ワークショップの報告と新年度の生 行われた愛林駅伝

徒会スローガンについての提案があり、町の未来や次 競走大会に私自身

年度の方向性等をよく考えていると感じた次第です。 は初めて参加しま

２年生の学年通信でも紹介があっていますが、１、 した。６７回目の

２年生の意気込みが感 開催ということで、

じられます。リーダー 歴史の重さを感じます。翌日に行われた熊日３０キロ

研修会で私が話した内 ロードレースも６７回目ということですが、同じよう

容を受けて、しっかり に金栗四三さんの功績を記念して始まったのではない

と考え、動いてくれて かと推察します。「愛林」という名がつくように、自

います。今年度テーマ 然愛護や緑豊かなふるさとづくりを目的として行われ

としている「主体性」 ているとの説明が主催者である熊本森林管理署からあ

が発揮されています。やはり、何でも自分事になれば りました。その後の選手宣誓では、

やる気や責任感が生まれます。学校でのいろんな担当 本校の西田海晴さんが選手代表とし

や行事での係等をチャンスと捉えて、成長してほしい て選手宣誓をしましたが、ふるさと

と思います。「頼まれ事は、試され事」です。 や自然、歴史を大切にして走りたい

また今週は、新生徒会の提案で部活動ごとにあいさ という大会の趣旨にあった素晴らし

つ運動も実施されました。声の張りが、これまで以上 い内容と態度の選手宣誓でしたので

にあったように感じます。朝からのあいさつの声の掛 以下に紹介しておきます。

け合いが、絆を深める第一歩だと思います。ぜひ、み

んなであいさつ運動を広げていきましょう。そして、

互いに高め合っていきましょう。

町内特別支援学級の子どもたちが制作した作品 町内の中学校だけでなく、益城中や御船中からの参

がやまと文化の森に展示されていま 加があり、なるべく多くの生徒に走ってもらおうとオ

す。愛林駅伝の折に見てきました。 ープン参加のチームも作られて、和気あいあいとした

個性あふれる作品が展示されていま 中での競走大会でした。結果はＡチームが６位、Ｂチ

す。本校からも出品しておりますが、 ームが８位、Ｃチームが12位でしたが、それぞれに

23日（日）までとなっていますので、 精一杯走っていて、私も元気をもらいました。

まだの方はぜひご覧ください。

今年度最後の授業参観及

びＰＴＡ合同部会を下記の

とおり計画しております。１、２年生保護者様の

多数の参加をお待ちしております。今回は、午前

中実施で給食がありませんのでご注意ください。


